




Dynamics of Exchange Rate Regime Transition:  








重要貢献は以下の 3 つである。 
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2007 年 2 月 23 日午後 2 時より開催された博士論文発表会に引き続き、大野健一教授（主
査）、大山達雄教授、大来洋一教授、カリアッパ・カリラジャン教授、サン・ジュン・バク
教授（早稲田大学）の 5 名からなる審査委員会が開かれた。各委員による 5 段階採点の平
均値は 4.44 点であり、合格の基準となる 4.0 点を大きく上回った。ただし改善のための以
下のコメントが提出された。 
  










これらのコメントに対し、ホサイン氏は 2007 年 3 月 12 日にこれらをとりいれた修正稿
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を主査大野健一教授に提出、修正確認と主査の最終承認を得たうえで、3 月 15 日より他の
審査委員に回覧･確認された。 
 審査委員会は、査読、発表会での報告と質疑応答、その後の改訂を通じて、本学位請求
論文が国際金融政策問題の実証分析に対しオリジナルで重要な貢献をしており、博士論文
にふさわしい学問的業績であると確認した。ゆえに審査委員会は、学位請求者モンズール・
ホサイン氏に博士（政策研究）の学位を授与することが妥当であると結論する。 
 
